
開演：：午後1時 終演予定：午後3時45分 ※途中休憩あり

題字 / 延 哲也 画 / ふるはし 美鳥 デザイン / ハナデザイン

※インターネットでのライブ配信です

■ 主催 社会福祉法人ＮＨＫ厚生文化事業団　株式会社ＮＨＫエンタープライズ　読売新聞社

■ 協賛

■ 後援 NHK京都放送局　厚生労働省　京都府　京都市

“がん再発”という現実。
最初の診断とは異なる強い衝撃を受けます。
根治を目指すこともありますが、未だ難しい場合が少なくありません。
しかし、確実に治療法は増えています。また患者をサポートする体制も少しずつ広がっています。
治療を続けながら、再発がんを生きぬく…。
がん治療の最前線から暮らしまでを見つめ、考えます。

～こころとからだ 私らしく～

京都発オンラインフォーラム

1月30日2022年 (日)

プログラム

休憩

※午後0時30分より主催・協賛からのお知らせを配信します。
開演：午後1時 終演予定：午後3時45分

【第１部】放射線治療の最新情報

「再発から10年を迎えて」
生稲 晃子(俳優) × 町永 俊雄(福祉ジャーナリスト)

再発と向き合う ～治療と暮らし～【第2部】

パネルディスカッション テーマ

スペシャル対談



みぞわき         たかし
◆パネリスト

溝脇 尚志
京都大学大学院 医学研究科
放射線腫瘍学・画像応用治療学 教授

ながお          かずひろ
◆パネリスト ◆パネリスト

長尾 和宏
医療法人社団裕和会
長尾クリニック 院長

ともいき京都 発起人
NPO法人水度坂友愛ホーム 相談役

東京医科大学病院卒業後、大阪大学 第二内科入局。1995年、尼崎
市で「長尾クリニック」を開業。外来診療から在宅医療まで“人を診
る” 総合診療を目指す。著書「平穏死・10の条件」､「薬のやめどき」､
「痛くない死に方」はいずれもベストセラー。2021年春に映画「痛く
ない死に方」が公開された。併せてドキュメンタリー映画の「けった
いな町医者」も公開。

うめだ　　　　 ふみよ

◆コーディネーター

梅田 史世

20歳で看護師として働き始める。国立病院の看護師長を52歳で勇
退し、京都初のがんホスピス設立に参加。57歳で高齢者ケアの
NPO法人を設立し、78歳の今も現場に立ち、後進の指導にあた
る。2013年にステージ4の胃がんと診断され、一時は治療をあきら
めかけたが、化学療法と胃の手術で持ち直し希望を取り戻す。その
5年後、転移したがんが大きくなり再び手術。現在も抗がん剤で治
療しながら、これまで積み上げてきた看護師の経験を若手にすべて
伝えたいと、仕事に情熱を燃やし続けている。

～こころとからだ 私らしく～

京都発オンラインフォーラム

いくいな       　あきこ
◆ゲスト

生稲 晃子
俳優

1986年、フジテレビ「夕やけニャンニャン」オーディションに合格
し、1987年に「うしろ髪ひかれ隊」でデビュー。現在、女優・リポー
ター・講演活動などで活躍中。また、厚生労働省「がん対策推進
企業アクション」アドバイザリーボードメンバー、内閣府「働き方
改革実現会議/働き方改革フォローアップ会合」民間議員などを
務めている。著書「右胸にありがとう、そしてさようなら」。

1989年京都大学 医学部卒業。1997年、同大学大学院 医学研究科
を修了後、天理よろず相談所病院に赴任。1999年に京都大学附属
病院 放射線治療科 助手となる。2001年にスローン・ケータリング
記念がんセンター 医学物理学教室に留学し、強度変調放射線治療
の研究に従事。帰国後、同治療の普及に尽力。2004年に京都大学大
学院 医学研究科 放射線医学講座（放射線腫瘍学・画像応用治療
学）講師、准教授を経て、2016年より現職。関連各科と連携した“ユ
ニット外来”を実践し、根治を目指す治療から緩和に至るまで、患者・
家族への最良の医療提供に尽力している。

NHK厚生文化事業団「がんフォーラム」係 電話 03-5728-6633 (平日 午前10時~午後5時)

問い合わせ

1971年NHK入局。「おはようジャーナル」キャスターとして教育、健康、福祉といった生活に
関わる情報番組を担当。2004年から「福祉ネットワーク」キャスターとして、うつ、認知症、
自殺対策などの現代の福祉をテーマに伝えてきた。現在は共生社会の在り方をめぐり各地で
シンポジウムを開催するなどの活動を続けている。 

福祉ジャーナリスト

まちなが　       としお

町永 俊雄

京都市男女共同参画センター 
ウィングス京都よりライブ配信します。
（会場での観覧はできません）

ふるはし 美鳥(猫アート作家)
猫の絵はがん治療で入院中に描いた作品です。がんの闘病を通じて、アート
の癒しの力を強く感じました。
現在はゼンタングルという手法を用いて、多くの方と絵を描く時間を共有し、
喜んで頂けることが、生きる力になっています。

ウィングス京都では、誰もが性別にかかわらず、個性と能力
を発揮し、いきいきと生きられる社会、男女共同参画社会
の実現に向け、さまざまな取り組みを行っていくとともに、
市民のみなさまの活動を支援しています。

【作品提供】
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